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令和元年（2019 年）７月 28 日

の
対
応
で
あ
る
が
、
引
き
続
き

利
便
性
の
向
上
に
向
け
よ
り
よ

い
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

一
時
預
か
り
事
業
に
対

す
る
市
民
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
は

高
い
。
当
該
事
業
に
係
る
ニ
ー

ズ
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
長　

当
該
事
業

に
つ
い
て
は
利
用
人
数
・
時
間

等
の
集
計
を
行
っ
て
い
る
が
、

利
用
目
的
に
つ
い
て
は
利
用
抑

制
に
つ
な
が
る
懸
念
も
あ
る
こ

と
か
ら
集
計
し
て
い
な
い
。
５

年
に
一
度
実
施
す
る
子
育
て
支

援
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
り
、
傾
向

を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
・
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
等
を

日
曜
日
に
も
開
館
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

当
該
施
設
に
お
け
る
職

員
体
制
等
の
課
題
が
あ
る
。
今

後
十
分
協
議
し
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

議
員　

現
在
当
該
施
設
に
お
け

る
一
時
預
か
り
の
登
録
に
つ
い

て
は
利
用
者
に
も
施
設
側
に
も

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。
当
該

事
業
の
登
録
の
仕
組
み
の
改
善

が
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
長　

子
ど
も
の

安
全
・
安
心
を
第
一
に
考
え
て

議
員　

都
の
補
助
制
度
を
活
用

し
、
病
児
保
育
の
利
用
予
約
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
シ

ス
テ
ム
等
を
構
築
す
べ
き
だ
。

市
長　

当
該
補
助
制
度
の
活
用

も
含
め
、
病
児
保
育
の
利
便
性

向
上
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

議
員　

屋
内
原
則
禁
煙
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
、
都
の
補
助

金
を
活
用
し
、
換
気
設
備
を
備

え
た
コ
ン
テ
ナ
型
喫
煙
所
な
ど

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

更
な
る
公
衆

喫
煙
所
の
整
備
は
、
全
庁
的
な

検
討
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

本
市
の
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
、
9.4
人
に
１
台
と

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

授
業
展
開
に
応
じ
て
必
要
な
時

に
１
人
で
１
台
利
用
で
き
る
環

境
の
実
現
を
推
進
す
べ
き
だ
。

教
育
部
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
環
境
整

備
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

井
の
頭
恩
賜
公
園
が
東

京
２
０
２
０
ラ
イ
ブ
サ
イ
ト
に

選
ば
れ
た
。
本
市
も
独
自
の
シ

テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
行
い
、

機
運
醸
成
を
図
る
べ
き
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
長　

沿
道

の
景
観
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
実

施
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
い
。

議
員　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

社
会
の
実
現
を
理
念
と
し
た
持

続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
本
市
の
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
部
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
持
っ
て
第
４
次
基
本
計
画
第

２
次
改
定
等
に
取
り
組
み
、
市

民
へ
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、
具
体
的
施
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
見
え
る

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

学
生
が
集
い
、
高
齢
者

が
交
流
す
る
場
と
し
て
子
ど
も

食
堂
等
の
取
り
組
み
は
分
か
り

や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
。
食

事
を
ベ
ー
ス
に
し
た
居
場
所
づ

く
り
支
援
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
長　

支
援
を
実
施
す
る
団
体

の
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
し
、

よ
り
効
果
的
な
支
援
施
策
の
実

施
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

に
係
る
換
気
所
へ
の
窒
素
酸
化

物
等
の
除
塵
装
置
と
、
ト
ン
ネ

ル
内
部
に
設
置
さ
れ
る
換
気
フ

ァ
ン
に
よ
る
騒
音
、
振
動
等
へ

の
対
策
に
つ
い
て
市
民
へ
の
説

明
を
行
っ
た
か
。

外
郭
環
状
道
路
等
広
域
ま
ち
づ

く
り
担
当
部
長　

除
塵
装
置
の

設
置
に
つ
い
て
は
事
業
者
よ
り

「
対
応
の
方
針
」
に
基
づ
き
検
討

中
と
聞
く
。
最
新
技
術
を
適
用

し
た
施
設
と
な
る
よ
う
事
業
者

に
求
め
て
い
く
。
換
気
フ
ァ
ン

に
つ
い
て
は
周
辺
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
構
造
と
す
る
と

と
も
に
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
事
業
者
に
求
め
て
い
く
。

あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

本
事
業
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
増
え
て
い
る
。
事
業
を
拡

大
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

た
め
の
減
債
基
金
も
あ
る
。
減

債
基
金
設
立
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

今
の
本
市
の
状
況

で
は
、
減
債
基
金
を
設
置
す
る

都
市
整
備
部
長　

事
業
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
や
市

民
ニ
ー
ズ
等
を
考
慮
し
な
が
ら

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

差
し
迫
っ
た
必
要
性
は
、
あ
ま

り
感
じ
て
い
な
い
。
基
金
全
体

と
し
て
の
残
高
に
つ
い
て
、
意

識
し
て
い
き
た
い
。

周
辺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
試
行
さ
れ
て
い
る
見
守
り
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
制
度
の
仕
組
み
と

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

住
所
氏
名
等
を
支
援
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
、
登
録
番
号
が
記
載

さ
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
対
象

者
が
所
持
す
る
仕
組
み
だ
。
当

該
制
度
に
よ
り
、
遠
方
の
駅
員

と
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
連
携

し
本
人
の
無
事
な
帰
宅
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

議
員　

駅
前
周
辺
地
区
以
外
で

も
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
制
度

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

普
及
及
び
活
用
状
況
等
を
踏
ま

え
て
、
他
の
地
区
へ
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

高
齢
者
に
な
る
と
多
く

の
人
が
高
齢
期
難
聴
や
加
齢
性

難
聴
と
な
る
。
本
市
に
お
け
る

実
態
把
握
の
現
状
等
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

高
齢
期
難
聴
者
等
の
実

数
等
は
把
握
し
て
い
な
い
。
介

護
予
防
や
居
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
む
中
で
、
高
齢
者
の
状
態

に
つ
い
て
把
握
し
て
い
く
。

議
員　

２
０
１
８
年
度
末
現

在
、
都
内
９
区
に
は
補
聴
器
購

入
助
成
金
制
度
が
あ
る
が
多
摩

地
区
に
は
な
い
。
本
市
に
お
け

る
当
該
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

所
見
を
伺
う
。

市
長　

他
市
区
の
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
本
市
の
財
政
状
況
を

勘
案
し
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

昨
年
２
月
か
ら
三
鷹
駅

と
考
え
今
後
指
導
し
て
い
く
。

議
員　

保
育
施
設
全
園
に
警
察

か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
案

や
周
辺
の
事
故
情
報
を
提
供
し

周
知
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

情
報
共
有
と
安
全
性
の
向
上
は

大
切
な
こ
と
と
考
え
る
。
園
長

会
や
連
絡
会
等
で
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
く
。

議
員　

保
育
の
質
の
確
保
等
に

は
職
員
の
定
着
が
重
要
だ
。
市

内
の
保
育
施
設
に
お
け
る
正
規 

・
非
正
規
職
員
の
人
数
を
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

私
立
認
可
保
育
園
等
に
お
け
る

職
員
数
は
、
26
園
で
正
規
職
員

が
910
人
、
非
正
規
職
員
が
489
人

と
な
っ
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
交
通
不
便

解
消
に
つ
い
て

充
実
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏

ま
え
た
教
材
の
購
入
、
教
員
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
人
的
措

置
の
拡
充
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

議
員　

各
小
・
中
学
校
に
お
け

る
学
習
環
境
の
改
善
は
進
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
学
習
環
境

を
改
善
す
る
た
め
の
予
算
は
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

学
習
環
境
の
改
善

に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら

適
切
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
学

校
の
教
職
員
を
支
援
す
る
人
財

の
配
置
を
拡
充
す
る
な
ど
、
各

学
校
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
や

今
日
的
教
育
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
が
行
え
る
よ
う

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
選
挙
管
理
に
つ
い
て

消
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

全
体
と
し
て
入
所
先
と
ベ
ッ
ド

数
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
市
民
の
選
択
肢
の
拡
充
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

本
市
は
長
年
に
わ
た
り

道
路
の
草
取
り
や
清
掃
業
務
を

三
鷹
自
由
労
働
者
組
合
等
に
委

託
し
、
高
齢
者
や
失
業
者
等
の

自
立
支
援
に
貢
献
し
て
き
た
。

本
事
業
の
評
価
を
伺
う
。

市
長　

自
立
支
援
事
業
の
シ
ン

ボ
ル
の
よ
う
に
も
感
じ
て
い

る
。
今
後
も
自
立
支
援
に
関
わ

る
取
り
組
み
に
対
す
る
貢
献
の

議
員　

本
市
は
財
政
調
整
基
金

の
残
高
の
目
標
額
を
、
市
税
収

入
の
５
％
プ
ラ
ス
20
億
円
と
し

て
い
る
。
臨
時
財
政
対
策
債
の

活
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
現

在
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
級

の
危
機
が
発
生
し
た
場
合
を
考

え
る
と
、
目
標
額
を
高
く
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
部
長　

以
前
は
市
税
収
入

の
５
％
が
目
標
額
だ
っ
た
が
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
市

税
収
入
減
を
踏
ま
え
20
億
円
を

プ
ラ
ス
し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
と
同
等
の
市
税
収
入
減
と

な
っ
て
も
、
２
年
程
度
は
財
政

運
営
を
維
持
で
き
る
考
え
だ
。

議
員　

同
等
の
シ
ョ
ッ
ク
が
発

生
し
た
ら
、
３
年
も
た
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
更
に
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
が
発
生
し
た
ら
、
経
常

経
費
が
支
出
で
き
な
く
な
る
危

険
が
あ
り
、
本
当
に
心
配
で
あ

る
。
基
金
に
は
借
金
を
減
ら
す

議
員　

各
園
の
お
散
歩
マ
ッ
プ

が
、
一
定
水
準
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
か
市
が
確
認
す
る
と
と

も
に
指
導
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

現
在
、
園
庭
を
持
た
な
い
園
等

が
通
行
す
る
道
路
の
危
険
箇
所

を
確
認
し
て
い
る
。
お
散
歩
マ

ッ
プ
に
反
映
す
る
こ
と
が
重
要

議
員　

本
市
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
す
る
。
全
て
の
児
童
・

生
徒
が
滞
り
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
は
保
障
さ
れ
て
い
る

か
所
見
を
伺
う
。

教
育
部
長　

平
成
30
年
の
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
更

新
に
当
た
り
、
普
通
教
室
、
特

別
教
室
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
を
行
っ
た
。
機
器
が
故

障
し
た
際
に
は
保
守
契
約
に
よ

り
対
応
し
、
修
理
中
は
予
備
機

の
配
置
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

各
小
・
中
学
校
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
備
品
及
び
学
習
環
境

へ
の
要
望
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

老
朽
化
し
た
備
品

の
入
れ
替
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

議
員　

困
窮
す
る
高
齢
者
等
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
あ

る
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ど
ん
ぐ
り
山
の
ニ
ー
ズ
は
、
今

後
高
齢
者
が
増
え
る
中
で
、
更

に
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

ど
ん
ぐ
り
山
は
廃
止
が

決
定
し
て
い
る
。
今
後
建
設
さ

れ
る
施
設
等
と
連
携
を
深
め
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

議
員　

低
料
金
で
入
所
で
き
る

多
床
室
型
の
み
に
申
し
込
み
を

し
て
い
る
特
養
待
機
者
は
約
90

名
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
特
養

を
増
設
し
て
も
、
待
機
者
は
解

全
て
の
児
童
・
生
徒
が
滞
り
な
く

学
習
で
き
る
環
境
を

日
本
共
産
党

栗
原
け
ん
じ
　
議
員

補
聴
器
購
入
助
成
等

　
高
齢
者
施
策
の
拡
充
を

い
の
ち
が
大
事

嶋
﨑

　
英
治

　
議
員

市
立
特
養
ど
ん
ぐ
り
山
の
存
続
で

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
を

い
の
ち
が
大
事

伊
沢
け
い
子
　
議
員

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を

い
の
ち
が
大
事

野
村

　
羊
子

　
議
員

基
金
の
あ
り
方
を
見
直
し

景
気
変
動
に
備
え
よ

無
所
属

半
田
　
伸
明
　
議
員

三
鷹
の
魅
力
を
向
上
し
市
民
目
線
の

市
政
の
実
現
を

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

山
田
さ
と
み

　
議
員

子
育
て
家
庭
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
対
応
に
努
め
よ

つ
な
ぐ
三
鷹
の
会

成
田
ち
ひ
ろ
　
議
員

三鷹駅前保育園のお散歩マップ


